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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月13日(2012.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルコール、カルボン酸、カルボン酸の塩、カルボン酸のエステル、またはこれらのい
ずれかの混合物を作製する方法であって、以下の工程を含む方法:
　炭素含有材料を、放射線照射、超音波処理、熱分解、酸化、および水蒸気爆砕の一つま
たは複数によって処理する工程;ならびに
　処理された炭素含有材料の少なくとも一部を、微生物を用いて変換して、アルコール、
カルボン酸、カルボン酸の塩、カルボン酸のエステル、またはこれらのいずれかの混合物
の一つまたは複数を含む産物を産生する工程。
【請求項２】
　変換中に、シンガスが微生物に送達される、請求項1記載の方法。
【請求項３】
　シンガスが、メタノール、水素、一酸化炭素、二酸化炭素、およびその混合物からなる
群より選択される、請求項2記載の方法。
【請求項４】
　石炭および/またはバイオマスをガス化することによって、シンガスが産生される、請
求項2または3記載の方法。
【請求項５】
　産物を水素化する工程、または産物を、一酸化炭素などの一つまたは他の還元剤に曝露
する工程をさらに含む、前記請求項のいずれか一項記載の方法。



(2) JP 2012-515549 A5 2013.1.10

【請求項６】
　産物を水素化する工程が、約25バール超の圧力下、触媒の存在下で産物を水素に曝露す
る工程を含む、請求項5記載の方法。
【請求項７】
　石炭および/またはバイオマスのガス化によって産生されたシンガスから水素が産生さ
れる、請求項6記載の方法。
【請求項８】
　変換する工程が、処理された材料と酵素を接触させる工程を含む、前記請求項のいずれ
か一項記載の方法。
【請求項９】
　アルコールを作製する方法であって、以下の工程を含む方法:
　炭素含有材料を、放射線照射、超音波処理、熱分解、酸化、および水蒸気爆砕の一つま
たは複数によって処理する工程;
　処理された炭素含有材料の少なくとも一部を、微生物を用いて、カルボン酸、カルボン
酸の塩、カルボン酸のエステル、またはこれらのいずれかの混合物を含む産物に変換する
工程;ならびに
　産物を水素化して、アルコールを産生する工程。
【請求項１０】
　カルボン酸が酢酸を含む、請求項9記載の方法。
【請求項１１】
　カルボン酸のエステルが酢酸エチルを含む、請求項9記載の方法。
【請求項１２】
　微生物がホモ酢酸生成菌またはヘテロ酢酸生成菌を含む、請求項9～11のいずれか一項
記載の方法。
【請求項１３】
　アルコール、カルボン酸、カルボン酸の塩、カルボン酸のエステル、またはこれらのい
ずれかの混合物を作製する方法であって、以下の工程を含む方法:
　炭素含有材料を、放射線照射、超音波処理、熱分解、酸化、および水蒸気爆砕の一つま
たは複数によって処理する工程;
　処理された炭素含有材料の少なくとも一部を、微生物を用いて変換して、アルコール、
カルボン酸、カルボン酸の塩、カルボン酸のエステル、またはこれらのいずれかの混合物
の一つまたは複数を含む産物を産生する工程;ならびに
　発生した任意の二酸化炭素および/または遊離した任意のリグニンを捕獲する工程。
【請求項１４】
　二酸化炭素が捕獲され、捕獲された二酸化炭素を隔離する工程をさらに含む、請求項13
記載の方法。
【請求項１５】
　二酸化炭素を隔離する工程が、二酸化炭素を所定の位置に維持することができる地層に
、捕獲された二酸化炭素を注入する工程を含む、請求項14記載の方法。
【請求項１６】
　二酸化炭素を隔離する工程が、微生物を用いて二酸化炭素を固定する工程を含む、請求
項14記載の方法。
【請求項１７】
　微生物が二酸化炭素を炭水化物および/または脂質の形で固定する、請求項16記載の方
法。
【請求項１８】
　微生物が二酸化炭素を脂質の形で固定し、脂質をエステルに変換する工程をさらに含む
、請求項16記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本明細書において言及された、または本明細書に添付された全ての刊行物、特許出願、
特許、また他の参考文献はその全体が、これらが記載する全てのものについて参照として
組み入れられる。
[本発明1001]
　アルコール、カルボン酸、カルボン酸の塩、カルボン酸のエステル、またはこれらのい
ずれかの混合物を作製する方法であって、以下の工程を含む方法:
　炭素含有材料を、放射線照射、超音波処理、熱分解、酸化、および水蒸気爆砕の一つま
たは複数によって処理する工程;ならびに
　処理された炭素含有材料の少なくとも一部を、微生物を用いて変換して、アルコール、
カルボン酸、カルボン酸の塩、カルボン酸のエステル、またはこれらのいずれかの混合物
の一つまたは複数を含む産物を産生する工程。
[本発明1002]
　変換中に、シンガスが微生物に送達される、本発明1001の方法。
[本発明1003]
　シンガスが、メタノール、水素、一酸化炭素、二酸化炭素、およびその混合物からなる
群より選択される、本発明1002の方法。
[本発明1004]
　シンガスがメタノールを含む、本発明1002の方法。
[本発明1005]
　シンガスが一酸化炭素を含む、本発明1002の方法。
[本発明1006]
　シンガスが一酸化炭素および水素の混合物を含む、本発明1002の方法。
[本発明1007]
　石炭および/またはバイオマスをガス化することによって、シンガスが産生される、本
発明1002～1006のいずれかの方法。
[本発明1008]
　産物を水素化する工程、または産物を、一酸化炭素などの一つまたは他の還元剤に曝露
する工程をさらに含む、前記本発明のいずれかの方法。
[本発明1009]
　産物を水素化する工程が、約25バール超の圧力下、触媒の存在下で産物を水素に曝露す
る工程を含む、本発明1008の方法。
[本発明1010]
　石炭および/またはバイオマスのガス化によって産生されたシンガスから水素が産生さ
れる、本発明1009の方法。
[本発明1011]
　変換する工程が、処理された材料と酵素を接触させる工程を含む、前記本発明のいずれ
かの方法。
[本発明1012]
　アルコールを作製する方法であって、以下の工程を含む方法:
　炭素含有材料を、放射線照射、超音波処理、熱分解、酸化、および水蒸気爆砕の一つま
たは複数によって処理する工程;
　処理された炭素含有材料の少なくとも一部を、微生物を用いて、カルボン酸、カルボン
酸の塩、カルボン酸のエステル、またはこれらのいずれかの混合物を含む産物に変換する
工程;ならびに
　産物を水素化して、アルコールを産生する工程。
[本発明1013]
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　カルボン酸が酢酸を含む、本発明1012の方法。
[本発明1014]
　カルボン酸のエステルが酢酸エチルを含む、本発明1012の方法。
[本発明1015]
　微生物がホモ酢酸生成菌またはヘテロ酢酸生成菌を含む、本発明1012～1014のいずれか
の方法。
[本発明1016]
　アルコール、カルボン酸、カルボン酸の塩、カルボン酸のエステル、またはこれらのい
ずれかの混合物を作製する方法であって、以下の工程を含む方法:
　炭素含有材料を、放射線照射、超音波処理、熱分解、酸化、および水蒸気爆砕の一つま
たは複数によって処理する工程;
　処理された炭素含有材料の少なくとも一部を、微生物を用いて変換して、アルコール、
カルボン酸、カルボン酸の塩、カルボン酸のエステル、またはこれらのいずれかの混合物
の一つまたは複数を含む産物を産生する工程;ならびに
　発生した任意の二酸化炭素および/または遊離した任意のリグニンを捕獲する工程。
[本発明1017]
　二酸化炭素が捕獲され、捕獲された二酸化炭素を隔離する工程をさらに含む、本発明10
16の方法。
[本発明1018]
　二酸化炭素を隔離する工程が、二酸化炭素を所定の位置に維持することができる地層に
、捕獲された二酸化炭素を注入する工程を含む、本発明1017の方法。
[本発明1019]
　二酸化炭素を隔離する工程が、微生物を用いて二酸化炭素を固定する工程を含む、本発
明1017の方法。
[本発明1020]
　微生物が二酸化炭素を炭水化物および/または脂質の形で固定する、本発明1019の方法
。
[本発明1021]
　微生物が二酸化炭素を脂質の形で固定し、脂質をエステルに変換する工程をさらに含む
、本発明1019の方法。
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